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Ⅰ 火災概況          (平成３１年１月～令和元年１２月) 

１ 火災の現況と最近の動向 

火災件数は１１２件で、前年比７件（５．９％）の減少となりました。この

１０年間の火災件数をみると、平均して１１０件前後で推移しています。 

また、火災による死者は３人、負傷者は１５人で前年と同数となりました。 

（図Ⅰ－１、図Ⅰ－２参照） 

 

図Ⅰ－１ 火災件数の推移と傾向 

 

 

図Ⅰ－２ 火災による死者と負傷者 
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（１）建物火災は火災全体の４６．４％ 

火災件数の構成比率をみると、建

物火災が４６．４％で最も高い比率

を占め、その次にその他火災が４

０．２％となりました。 

（図Ⅰ－３参照) 

 

（２）建物火災による損害額は減少 

建物火災の損害額は前年比３０．

９％の減少、焼損床面積は前年比２

９．７％の減少となりました。 

しかしながら、焼損表面積は大幅

に増加しています。     

（別表Ⅰ－１参照） 

２ 出火状況 

                                       

 

 

      

 

 

（３）建物火災は２月に多く発生 

   火災種別ごとの出火件数を月別でみると、建物火災は５２件で、毎月発生

していますが、特に２月と１１月、１２月に多く発生しています。その他火

災は４５件で、４月から８月までの間に３７件発生しています。 

（図Ⅰ－４参照） 

図Ⅰ－４ 月別の火災種別ごと火災件数 
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（４）市町村別火災状況 

   火災件数を市町村別でみると、米子市が５０件（４４．６％）と最も多

く、次いで大山町１９件（１７．０％）、境港市１７件（１５．２％）とな

りました。        （図Ⅰ－５、別表Ⅰ－２、別表Ⅰ－３参照）                  

 

図Ⅰ－５ 市町村別火災件数と構成比 

 

３ 火災による死傷者の内訳 

（１）死者の内訳 

火災による死者は３人で、うち２人は住宅火災によるものです。 

（２）負傷者の内訳 

   火災による負傷者は１５人で、うち７人は住宅火災によるものです。 

（表Ⅰ－１参照） 

 

表Ⅰ－１火災種別死傷者発生状況 
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４ 出火原因 

  火災件数を出火原因別でみると、たき火が２５件（２２．３％）と最も多

く、次いでたばこ９件（８．０％）、ストーブ６件（５．４％）となりまし

た。 

  建物火災の主な原因をみると、たばこ及びストーブが６件と最も多く、次

いでこんろ、配線器具及びたき火が３件となりました。 （図Ⅰ－６参照） 

 

図Ⅰ－６ 火災種別ごとの火災原因 
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別表Ⅰ－１ 火災統括表 

 

区  分 (単 位) 平成 22 年 平成 30 年 令和元年 増 減 増減率 

出火件数    76 119 112 △ 7 △ 5.9 

建物火災   49 57 52 △ 5 △ 8.8 

林野火災   3 3 2 △ 1 △ 33.3 

車両火災   6 2 11 9 450.0 

船舶火災   1 0 2 2 － 

その他火災   17 57 45 △ 12 △ 21.1 

焼損棟数 (棟) 87 94 68 △ 26 △ 27.7 

全   焼   29 32 14 △ 18 △ 56.3 

半   焼   6 8 3 △ 5 △ 62.5 

部 分 焼   28 20 15 △ 5 △ 25.0 

ぼ   や   24 34 36 2 5.9 

建物焼損床面積 (㎡) 6,947 5,384 3,784 △ 1,600 △ 29.7 

建物焼損表面積 (㎡) 156 94 887 793 843.6 

林野焼損面積 (ａ) 9 29 0 △ 29 － 

死 者    (人) 4 3 3 0 0 

負傷者    (人) 15 15 15 0 0 

り災世帯数  (世帯) 37 37 31 △ 6 △ 16.2 

全  損   14 13 9 △ 4 △ 30.8 

半  損   1 3 1 △ 2 △ 66.7 

小  損   22 21 21 0 0 

り災人員   （人） 85 108 67 △ 41 △ 38.0 

損 害 額 （千円） 187,017 161,279 114,978 △ 46,164 △ 28.7 

建物火災   184,933 159,088 109,970 △ 48,902 △ 30.9 

林野火災   18 0 3 3 － 

車両火災   1,940 270 1,426 1,156 428.1 

船舶火災   15 0 3,500 0 － 

その他火災   111 374 79 △295 △78.9 

爆  発   0 1,547 0 △ 1,547 － 

出 火 率 (件/万人) 3.12 5.10 4.82 △ 0.28 － 
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Ⅱ 救急概況           （平成３１年１月～令和元年１２月） 

１ 救急出動件数、救急搬送状況  
   救急出動件数は１１，６２４件で、前年比７８件（０．７％）の減少とな

りました。救急搬送人員は１０，８０６人で、前年比１８２人（１．７％）

の減少となりました。        （図Ⅱ－１、Ⅱ―２、Ⅱ―３参照） 
 

図Ⅱ－１ 事故種別救急出動状況  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図Ⅱ－２ 事故種別救急搬送状況  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

事故種別 火災 自然 水難 交通
労働
災害

運動
競技

一般
負傷

加害
自損
行為

急病
転院
搬送

その
他

計

搬送人員 15 5 2 756 86 110 1,510 29 72 6,904 1,317 0 10,806

火災

1.03%

自然

0.04%

水難

0.11%交通
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労働災害

0.74%

運動競技

0.95%

一般

負傷

13.57%

加害

0.29%
自損行為

0.87%

急病

63.70%

転院

搬送

11.42%

その他

0.77%

火災

0.14%

自然

0.05%

水難

0.02%交通

7.00%

労働災害

0.80%

運動競技

1.02%

一般

負傷

13.97%

加害

0.27%

自損行為

0.67%

急病

63.89%

転院

搬送

12.19%

事故種別 火災 自然 水難 交通
労働
災害

運動
競技

一般
負傷

加害
自損
行為

急病
転院
搬送

その
他

計

出動件数 120 5 13 755 86 111 1,577 34 101 7,405 1,327 90 11,624
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図Ⅱ－３ 過去５年間の救急推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 市町村別救急活動状況 

   救急活動状況を市町村別でみると、救急出動件数が増加したのは、米子市

（前年比１９件の増加）及び伯耆町（前年比２８件の増加）となりました。 

  その他の市町村は僅かながら救急出動件数の減少が認められました。 

（図Ⅱ―４参照） 

 

図Ⅱ－４ 市町村別救急活動状況 
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３ 傷病程度別搬送状況 

救急搬送人員を傷病程度別でみると、中等症が５，５３６人（５１．２％）

と最も多く、次いで軽症が３，８５９人（３５．７％）となりました。 

（図Ⅱ―５参照） 

図Ⅱ－５ 傷病程度別搬送状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 年齢別搬送状況 

救急搬送人員を年齢別でみると、６５歳以上の高齢者が６，９０８人（６

３．９％）と最も多くなりました。          （図Ⅱ―６参照） 

 
図Ⅱ－６ 年齢別搬送状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新生児

0.6%

乳幼児

4.8%

少 年

3.5%

成 人

27.2%

高齢者

63.9%

程　　度 死　亡 重　症 中等症 軽　症 その他 合　計

搬送人員 127 1,283 5,536 3,859 1 10,806

死 亡

1.2%

重 症

11.9%

中等症

51.2%

軽 症

35.7%

その他

0.01%

新生児 乳幼児 少 年 成 人 高齢者

生後28日未満
生後28日以上

～満７歳未満

　満７歳以上

～満18歳未満

　満18歳以上

～満65歳未満
満65歳以上

搬送人員 61 515 383 2,939 6,908 10,806

年齢別 合 計
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５ 署所別救急活動状況 

  救急活動状況を署所別でみると、米子消防署の出動件数及び搬送人員がそ

れぞれ３，９６４件（３４．１％）、３，６３２人（３３．６％）と最も多く

なりました。                    （図Ⅱ―７参照） 

図Ⅱ―７ 署所別救急活動状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 月別救急活動状況 

救急出動件数を月別でみると、８月が１，１３４件（９．８％）と最も多

く、次いで１２月の１，０５６件（９.１％）、１月１，０３６件（８．９％）、

７月１，０１１件（８．７％）となりました。 

救急搬送人員を月別でみると、８月が１，０５７人（９．８％）と最も多

く、次いで１２月の９８１人（９．１％）、1 月９６３人（８．９％）７月９

５０人（８．８％）となりました。          （図Ⅱ―８参照） 

 

図Ⅱ－８ 月別救急活動状況 
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0～3分

119件

（1.0%）

3～5分

630件

（5.4%）

5～10分

6834件

（58.8%）

10～20分

3717件

（32.0%）

20分～

324件

（2.8%）

７ 現場到着所要時間、収容所要時間 

平均現場到着所要時間は８分５４秒で前年比４４秒の増加となり、平均収

容所要時間は３７分３６秒で前年比１５秒の増加となりました。 

（図Ⅱ―９、Ⅱ―１０参照） 

 

図Ⅱ－９ 現場到着所要時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－１０ 収容所要時間 
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（26.9%）

30～60分

6883件

（63.7%）

60～120分

688件

（6.4%）

120分～

22件

（0.2%）

搬送人員
10,806人

平均所要時間
37分36秒

出動件数
11,624件

平均所要時間
8分54秒
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８ 応急手当実施状況   

心肺停止傷病者２７０人のうち、家族等により応急手当を受けた人は、１

３６人（５０．４％）となりました。        （図Ⅱ―１１参照） 

 

図Ⅱ－11 応急手当実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 高度救命処置状況 

心肺停止傷病者２７０人のうち救急救命士の高度救命処置により、３６人

が回復されました。           （図Ⅱ―１２、Ⅱ－１３参照） 

 

図Ⅱ－１２ 高度救命処置件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－１３ 医師引き継ぎ時の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

処置項目 食道閉鎖式 気管挿管 除細動
輸液

(CPA前輸液

含む）

薬剤 血糖測定 ブドウ糖投与

実施件数 116 37 23 175 67 308 25

0
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180
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220
240
260
280
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320
340

循環機能回復

15人（5.6%）

呼吸・循環回復

10人（3.7%）

意識状態回復

11人（4.1%）

変化なし

234人（86.7%）

心肺停止傷病者数

２７０人

家族等により応急手当が

実施された傷病者数
１３６人

（５０．４％）

家族等により応急手当が

実施されていない
傷病者数
１３４人

（４９．６％）
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１０ 救急講習件数の推移 

救急講習は毎年５００件程度の依頼のうち、圏域住民１万人近くの受講が

あり、応急手当に対する意識の高さがうかがえます。 

（図Ⅱ―１４、Ⅱ―１５参照） 

 

図Ⅱ－１４ 過去５年間の救急講習件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－１５ 過去５年間の救急講習人員推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年

普通講習件数 324 313 236 234 216

入門コース 119 145 211 168 183
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１１ 市町村別救急活動の推移です。過去５年間の救急件数の推移を見取るこ

とができます。                   （表Ⅱ―１参照） 

 

表Ⅱ－１ 過去５年間の市町村別救急件数 

 

 

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年

件 数 6,300 6,628 6,713 7,332 7,351

搬 送 人 員 5,919 6,263 6,277 6,837 6,798

件 数 1,522 1,450 1,501 1,572 1,548

搬 送 人 員 1,451 1,389 1,428 1,493 1,438

件 数 128 145 178 173 165

搬 送 人 員 126 144 173 165 158

件 数 742 783 842 885 872

搬 送 人 員 697 746 790 834 812

件 数 388 369 394 446 428

搬 送 人 員 366 352 379 432 406

件 数 518 525 548 504 532

搬 送 人 員 498 502 520 478 503

件 数 345 327 336 324 321

搬 送 人 員 323 307 317 309 304

件 数 184 191 192 209 191

搬 送 人 員 175 184 176 190 180

件 数 197 223 245 238 202

搬 送 人 員 188 213 234 232 196

件 数 39 13 12 19 14

搬 送 人 員 29 9 11 18 11

件 数 10,363 10,654 10,961 11,702 11,624

搬 送 人 員 9,772 10,109 10,305 10,988 10,806
合 計

南 部 町

伯 耆 町

日 南 町

日 野 町

江 府 町

圏 域 外

日 吉 津 村

大 山 町

米 子 市

境 港 市
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Ⅲ 救助概況           （平成３１年１月～令和元年１２月） 

１ 事故種別救助出動状況  
  救助出動件数は２０１件で、前年比６件（３．１％）の増加となりました。

内訳は、交通事故が７８件（３８．８％）と最も多く、次いでその他の事故が

４３件 （２１．４％）、火災が４２件（２０．９％）、建物等による事故２２

件（１０．９％）、水難事故が１１件（５．５％）、機械による事故が４件（２．

０％）、ガス・酸欠事故が１件（０．５％）となりました。 （図Ⅲ－１参照）  
 

図Ⅲ－１ 事故種別救助出動状況  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 事故種別救助活動状況  

  救助活動件数は１５２件で、前年比３件（２．０％）の増加となりました。

内訳は、交通事故が４４件（２９．０％）と最も多く、次いで火災が４２件 （２

７．６％）、その他の事故が３３件（２１．７％）、建物等による事故が１９件

（１２．５％）、水難事故が１１件（７．２％）、機械による事故が２件（１．

３％）、ガス・酸欠事故が１件（０．７％）となりました。                        

（図Ⅲ－２参照） 

図Ⅲ－２ 事故種別救助活動状況  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

事故種別 火災 水難 交通 風水害 機械 建物 ガス 破裂 その他 計

出場件数 42 11 78 0 4 22 1 0 43 201

事故種別 火災 水難 交通 風水害 機械 建物 ガス 破裂 その他 計

活動件数 42 11 44 0 2 19 1 0 33 152

火災

27.6%

水難

7.2%
交通

28.9%
機械

1.3%

建物

12.5%

ガス

0.7%

その他

21.7%
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３ 事故種別救助人員状況  

  救助活動により救助された人員は１２３人で、前年比８人（７．０％）の増

加となりました。内訳は、交通事故が５１人（４１．５％）と最も多く、次い

でその他の事故が３３人（２６．８％）、建物等による事故が１８人（１４．６％）、

水難事故が１３人（１０．６％）、火災が５人（４．１％）、機械による事故が

２人（１．６％）、ガス・酸欠事故が１人（０．８％）の順となっています。      

（図Ⅲ―３参照） 

図Ⅲ－３ 事故種別救助人員状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 管轄別救助活動状況 

   救助出動件数を消防署の管轄別でみると、米子消防署が１０４件（５１．７％）

と最も多く、次いで大山消防署が５７件（２８．４％）、境港消防署が２７件（１

３．４％）、江府消防署１３件（６．５％）となりました。 

                            （図Ⅲ―４参照） 

図Ⅲ－４ 管轄別救助活動状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故種別 火災 水難 交通 風水害 機械 建物 ガス 破裂 その他 計

救助人員 5 13 51 0 2 18 1 0 33 123

米子消防署 境港消防署 大山消防署 江府消防署

出動件数 104 27 57 13

活動件数 81 22 40 9

救助人員 77 15 27 4
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５ 市町村別救助活動状況 

救助活動状況を市町村別でみると、救助出動件数、救助活動件数、救助人員

ともに米子市が最も多く出動件数９７件（４８．３％）、次いで大山町が４５件

（２２．４％）、境港市が２１件（１０．４％）、伯耆町が１５件（７．５％）と

なりました。                      （図Ⅲ―５参照） 

図Ⅲ－５ 市町村別救助活動状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 月別救助活動状況 

救助出動件数を月別でみると、８月が２３件（１１．４％）と最も多く、次い

で３月と９月が２２件（１０．９％）、１１月が２０件（１０．０％）、５月が１

８件（９．０％）となりました。            （図Ⅲ―６参照） 

 
図Ⅲ－６ 月別救助活動状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

出動件数 14 8 22 11 18 16 14 23 22 17 20 16

活動件数 12 7 15 6 12 15 12 18 16 10 15 14

救助人員 10 2 9 5 8 12 8 18 15 8 17 11

0

5

10

15

20

25

米子市 境港市 日吉津村 大山町 南部町 伯耆町 日南町 日野町 江府町

出動件数 97 21 2 45 8 15 7 4 2

活動件数 73 18 2 31 8 11 4 4 1

救助人員 71 9 3 22 6 8 3 1 0

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

18



Ⅳ １１９番着信概況        （平成３１年１月～令和元年１２月） 

１ 着信件数の概況  
   １１９番通報の着信件数は１５，５７９件で、前年比５４件（０．３％）の

減少となりました。１ヶ月平均にすると約１，２９８件、１日平均では約４２

件の着信となりました。通報種別としては、救急が最も多く１０，９４１件（７

０．２%）でした。火災は１９８件（１．３%）、救助９９件（０．６%）、警戒

３２３件（２．１%）、病院などに関する問い合わせ等８２５件（５．３%）、間

違い８３８件（５．４%）、悪戯と思われるものが１８１件（１．２%）、通報訓

練等２，１７４件（１４．０%）でした。                      

（表Ⅳ－１参照）  
表Ⅳ－１ 着信件数内訳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２ 月別の１１９番着信状況  
着信件数を月別でみると、１２月が１，４５４件と最も多く、２月が１，１

６４件と最も少なく、月平均約１，２９８件でした。  
救急通報件数を月別でみると、８月が１，０５７件と最も多く、６月が８２

７件と最も少なく、月平均約９１１件でした。  
火災通報件数を月別でみると、５月が２９件と最も多く、１０月が７件と最

も少なく、月平均約１６件でした。           （表Ⅳ－２参照） 
 

表Ⅳ－２ 月別１１９番着信状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火災 198
救急 10,941
救助 99
警戒 323

問合せ 825
間違い 838
悪戯 181

訓練等 2,174
合計 15,579

火災 救急 救助 警戒 問合せ 間違い 悪戯 訓練等 合計
１月 8 977 6 50 72 50 9 115 1,287
２月 12 837 1 39 45 64 18 148 1,164
３月 19 885 15 51 75 76 4 229 1,354
４月 11 873 2 23 77 44 40 164 1,234
５月 29 840 9 14 69 50 10 199 1,220
６月 19 827 9 16 65 68 13 186 1,203
７月 17 950 7 19 68 97 12 214 1,384
８月 17 1,057 10 24 90 79 10 98 1,385
９月 18 867 14 11 69 83 11 147 1,220
１０月 7 919 9 42 71 83 21 222 1,374
１１月 20 883 7 26 67 62 19 216 1,300
１２月 21 1,026 10 8 57 82 14 236 1,454
合計 198 10,941 99 323 825 838 181 2,174 15,579

月平均 16.5 911.8 8.3 26.9 68.8 69.8 15.1 181.2 1,298.3
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３ 電話種別による１１９番着信状況 

着信件数を電話種別ごとでみると、固定・ＩＰ電話は８，９０５件で前年比

４２４件の減少、携帯電話は６，６７４件で前年比３７０件の増加でした。固

定・ＩＰ電話からの通報は減少、携帯電話からの通報は増加傾向にあります。 

災害別に電話種別による通報状況をみると、火災、救助、警戒など衆人に発

見されやすいものについては携帯電話での通報比率が約６３％と高く、救急な

ど屋内での発生が多いものについては固定・ＩＰ電話での通報比率が約５８％

と高くなっています。            （表Ⅳ－３、Ⅳ－４参照） 

 

表Ⅳ－３ 電話種別による１１９番着信件数の推移 

 

 
表Ⅳ－４ 電話種別による通報状況  

 
  火災 救急 救助 警戒 問合せ 間違い 悪戯 訓練等 合計 

固定・ＩＰ電話 81 6,299 24 122 267 272 61 1,779 8,905 

携帯電話 117 4,642 75 201 558 566 120 395 6,674 

合計 198 10,941 99 323 825 838 181 2,174 15,579 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
火災     救急     救助     警戒    問合せ   間違い   悪戯    訓練等  

  固定・ＩＰ電話

携帯電話  

固定
ＩＰ電話

携帯電話 合計

平成27年 9,358 4,969 14,327

平成28年 9,069 5,296 14,365

平成29年 9,047 5,448 14,495

平成30年 9,329 6,304 15,633

令和元年 8,905 6,674 15,579
平成 27 年 平成 28 年 平成 29 年 平成 30 年 令和元年  
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４ 携帯電話からの着信状況 

携帯電話からの１１９番通報は６，６７４件で、総着信件数の４２．８％でし

た。また、携帯電話からの問合せ、間違いなどの通報が多くみられます。 

西部消防圏域内から他の消防機関へ着信した１１９番通報を転送受信した件

数は５４件でした。逆に西部消防圏域外から着信した１１９番通報を他の消防機

関へ転送処理した件数は５８件ありました。 

（表Ⅳ－５、Ⅳ－６参照） 

 

表Ⅳ－５ 携帯電話からの着信状況 

西部消防圏域内の災害などの着信件数 
他の消防機関に

転送をした件数 
直接通報を受けた件数 

他の消防機関から 

転送受信した件数 
総着信件数 

6,620 54 6,674 58 

 

表Ⅳ－６ 携帯電話の消防機関別転送状況  

他の消防機関から転送を受信した件数 他の消防機関に転送した件数 

消防 火災 救急 その他 合計 消防 火災 救急 その他 合計 

松 江 1 15 0 16 松 江 2 24 2 28 

安 来 0 23 2 25 安 来 2 10 0 12 

東 部 0 1 1 2 東 部 0 3 0 3 

中 部 0 5 3 8 中 部 0 5 4 9 

その他 0 3 0 3 その他 0 5 1 6 

合 計 1 47 6 54 合 計 4 47 7 58 
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 ５ 時間帯別１１９番通報の着信状況 

   １１９番通報を時間帯別でみると、一般的な活動時間帯(午前８時～午後９

時台)では全体の約７９％で、睡眠時間帯（午後１０時～午前７時台）では約

２１％でした。                    （図Ⅳ－１参照） 

 

図Ⅳ―１  時間帯別着信状況 
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22
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683-0004
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救急・・・・・・・・・・・ 警防課救急室　　　　 ０８５９－３５－１９５８

令和２年２月発行

　〒683－0853 米子市両三柳５４５２番地

　鳥取県西部広域行政管理組合消防局

　TEL  ０８５９－３５－１９５１（代）

　ひとつずつ
     いいね！で確認

　　　   火の用心
　令和元年度全国統一防火標語

火災情報テレホンガイド　　０８５９－２２－０１１９

防火・救急に関するご相談・お問い合わせ

お気軽に最寄りの消防署へどうぞ

名      称   所      在      地  電  話  番  号 

消  防  局    米子市両三柳５４５２番地       ０８５９－３５－１９５１

米子消防署    米子市冨士見町一丁目１０３番地１       ０８５９－３９－０２５１

米子消防署皆生出張所    米子市上福原３１３番地１                  ０８５９－３９－０２５３

米子消防署南部出張所    西伯郡南部町清水川３番地１         ０８５９－３９－６００３

米子消防署伯耆出張所    西伯郡伯耆町溝口２０番地４         ０８５９－３９－９００１

境港消防署    境港市中野町２１１６番地            ０８５９－４７－０１１９

境港消防署弓浜出張所    米子市大篠津町２９１３番地１      ０８５９－４８－２００５

大山消防署    西伯郡大山町末吉４０３番地２       ０８５９－３９－５００２

大山消防署中山出張所    西伯郡大山町長野８８０番地３     ０８５８－４９－３００１

江府消防署    日野郡江府町武庫１３９０番地３    ０８５９－７７－２００１

江府消防署生山出張所    日野郡日南町生山３４９番地１       ０８５９－７７－１００１

※本概況に関するお問い合わせは下記にお願いします。

火災・・・・・・・・・・・ 予防課予防係　 　　　０８５９－３５－１９５４

１１９番着信状況・・指令課指令係　　　　 ０８５９－３５－１９６０

救助・・・・・・・・・・・ 警防課消防第一係　 ０８５９－３５－１９５９




